
 

                          

 

 

行政評価について 

 

１ 目的 

 「区民とともに進める新時代のしながわ」の実現のため、より実効性の高い施策展

開に向けた事業内容の充実や、中長期的な視点からの施策のスクラップ・アンド・ビ

ルドを行っていくなど、事業の不断の検証、見直し、改善等を進める。また、その結

果を予算に的確に反映させていくマネジメントサイクルを確立させることで、「区民

の幸福（しあわせ）」の視点から真に必要な行政サービスに資源を振り向けることを

目的として実施する。 

 

２ 実施概要 

 （１）事務事業評価 

  ①基本的な考え方 

    各事務事業の進捗状況を把握し、改善・見直しを図るため、「品川区新公会 

   計制度基本方針」に基づき、財務諸表（行政コスト計算書・貸借対照表）を活 

   用した事務事業評価を実施する。 

  ②対象事業 

   令和４年度予算事務事業の小事業 

  ③スケジュール 

   令和５年５月 職員向け説明会の開催 

（行政評価の趣旨、事務事業評価シート（別紙）の作成等） 

６月～８月 所管部局評価、企画部評価 

       ９月 総務委員会報告 

      １０月 議会への評価結果資料提出 

 （２）政策評価 

  ①基本的な考え方 

    政策を実現するための手法、手段、計画に対する達成度などを明らかにし、 

   区民の意見を区の施策に反映させ、区民とともに区政を進めていくため、区民・ 

有識者等で構成する評価委員会を設置し、区民意見を踏まえた政策評価を実施 

する。 

 

 

総 務 委 員 会 資 料 

令和５年７月２４日 

企 画 部 企 画 課 



 

 

 

  ②委員構成 

   学識経験者３名、区内関係団体代表３名、区内大学在学者２名、公募区民３名 

  ③評価対象分野 

   ア．防災・強靱化   

イ．環境（ＳＤＧｓ） 

  ④スケジュール 

    令和５年５月～ 政策評価委員会における公募区民の募集開始 

７月  政策評価委員決定 

     ８月～９月  事前検討会開催（３回） 

       １０月  政策評価委員会開催 

    令和６年１月  総務委員会報告 

 

３ 評価結果 

（１）各評価結果を的確に反映させた次年度予算編成を行う。 

（２）各評価結果については議会報告後、ホームページ等で公表する。 

 



予算科目

令和 4年度 行政評価シート　（小事業評価）

小事業名

事業

担当係

１　基 本 情 報

長期基本計画
政策の柱

担当部署 担当課

基本的な考え方

項

目

会計 款

総合実施計画

実施計画事業

現況

必要事業量

関連する個別計画等

根拠法令要綱

事業期間 ～

(2023年度)（達成年度）(2021年度) (2022年度)

令和 5年度 目標令和 3年度 令和 4年度

目標

実績

２　事業の目的・概要
目的・概要

指標名 単位 区分
令和 2年度

指標の定義
(2020年度)

３　事業の実績・課題

目標

実績

目標

目標

実績

取組内容・実績

指標の達成状況

実績

必要性・有効性

４　予算・決算（概要）

５　財務情報
①行政コスト計算書 ②貸借対照表

６　評　価

（千円）

予算科目（節）名 予算現額 不用額 執行率

（千円）
決算額 翌年度繰越額

役務費

需用費

委託料

工事請負費

使用料及び賃借料

備品購入費

 4年度(B) C=B-A 勘定科目  3年度(A)

負担金補助及び交付金

（千円）

その他

計

 4年度(B) C=B-A

決算額の主な内訳

効率性

勘定科目  3年度(A)

行
政
費
用

給与関係費

維持補修費

扶助費

うち委託料

流動資産 O

物件費

土地

その他

収入未済

不納欠損引当金

補助費等

その他

賞与退職引当金繰入額

固定資産 P

減価償却費

不納欠損引当金繰入額

建物

工作物

インフラ資産

重要物品

資産の部合計 Q=O+P

建設仮勘定

その他

小計 D

行
政
収
入

地方税

特別区財政調整交付金

その他

国庫支出金 流動負債 R

使用料及び手数料

還付未済金

分担金及び負担金

都支出金

特別区債

その他

賞与引当金

通常収支差額 J=H+I

固定負債 S小計 E

行政収支差額 H=E-D

金融収支差額 I

特別区債

負債の部合計 T=R+S

その他

退職給与引当金

特別費用 小計 K

特別収入 小計 L

負債及び正味財産の部合計 V=T+U

正味財産の部

(2)企画部評価

特
徴
的
事
項

特
徴
的
事
項

(1)所管評価

特別収支差額 M=L-K

当期収支差額 N=J+M

正味財産の部 合計 U


